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放射性セシウムの分布→画像化
• 除染関係ガイドライン第2版（平成25年5月）

表面線量率；GMサーベイメータ
空間線量率；シンチレーション式

サーベイメータ（NaI またはCsI）
• 点による測定からセシウムの分布を面、立体
で測定し表示する科学的な方法へ

• 除染前の把握→除染作業後の確認→住民の
方々への説明→記録の保存

• 除染土壌、除染廃棄物の減容化
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ピンホールコリメータ方式に基づく

従来の「ガンマカメラ」の限界

• 孔の大きさ：入射光量と解像度のバランス
• 課題１：アーチファクト（幻の映像）の出現
• 課題２：撮像時間の長いこと（20分～40分）
• 課題３：重量 35ｋｇ以上（一人で運べない）
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符号化多孔窓（Coded	Aperture）の例

• Hexagonal	Uniformly	Redundant	
Array (HURA)
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符号化多孔窓（Coded	Aperture）の例

• MURA	Modified	Uniformly	Redundant	Array
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ピンホールコリメータと符号化多孔窓
（Coded	Aperture）による光学像の比較
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実際の物体 ピンホール 多孔窓 符号化多孔窓 再構成画像

符号化多孔窓による利点

•高い分解能
•鮮明な映像
•短い撮像時間
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「セシウムカメラ®」の外観（特許申請中）
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実証試験の例
（富岡町のホットスポット）
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撮像例（距離5mの位置で30秒間）
BGD	1.5μSv/h 装置の表面 0.18μSv/h
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符号化多孔窓（Coded	Aperture）技術
に期待される今後の展開

• 線源までの距離測定による補正（双眼鏡型）
• より高感度で高分解能のカメラによる精密画像
• 軽量化→人が片手で持てるハンディタイプ
• 飛行体に搭載して空からセシウムグラフを撮影
• ガンマ線検出部の結晶を選択して核種を同定
→除染以外の場に応用（海底探査、廃炉、
テロ対策など）
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